
会 議 録（グループホームよしだ運営推進会議） 

作成日：令和 6年 7月 26 日 

期 日 令和 6年 7月 26 日(金) 時 間 13：30～14：10 

場 所 よしだ病院 会議室 

出席者 

(6 人) 

利用者・家族 １名 

地域住民代表 １名 

糸魚川市職員 １名 

その他関係者 １名 

施設スタッフ ２名 

 

会議要旨 

議題 

(テーマ) 

① 前回会議以後の活動内容・サービス提供の報告 

② ヒヤリハット報告 

③ 意見交換 

④ その他 

管理者挨拶：お集まりいただきましてありがとうございます。本格的な暑さがやってきました。 

      梅雨明け目前となるなか、線状降水帯による被害のニュース等も気がかりです。 

      本日はよろしくおねがいします。 

①前回会議（令和 6年 5月 27 日）後の活動内容・サービス提供の報告 

   ○利用状況（7月 26 日現在） 

    ・入居者数 9名、平均年齢 86.1 才、平均介護度 2.0 

    ・入居申し込み状況（入居待機者数）2名 

    ・入退居  

      93 歳女性。併設老人保健施設より入居。 

   ○施設の動向 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として食堂テーブル上に仕切りを設置中。 

入居者様の調理作業への参加中止。但し、衣類たたみ等は取り組み開始。 

・玄関先でスクリーン越しの面会を実施している。 

・限定的な外出として、職員又はご家族同行により専門医療機関の受診を実施。 

・気分転換等が理由の外出について試験運用。 

   ○行事報告・ちゃんまいろ紹介 

・別添「ちゃんまいろ」278 号、279 号を確認いただいた。 

②ヒヤリハット報告 

・令和 6年 5月 21 日から令和 6年 7月 20 日分。ヒヤリハット件数 2件。 

 2 件とも骨折の診断が出ており、糸魚川市へ報告済み。 

③意見交換 

 〇気分転換が理由の外出について試験運用 



・併設の老人保健施設では、気分転換が理由の外出を実施しており、当施設でも試験 

運用することとした。※別添 外出プラン参照 

 ご家族は遠方からの来訪という事で、不特定多数との接触が予想される日から 3日 

間は健康観察をお願いし、その後外出の予定とした。 

     外出の時間は 1時間程度、場所は飲食をご遠慮いただき。市内衣料品店へ行く。 

     結果として、特に体調不良等なく実施できた。 

     今後は希望あれば実施を予定しているが、 

市中感染状況の把握。 

外出前の同行家族の健康観察期間、基準を決める。 

外出先の選択や、リスク管理（密閉空間、飲食、マスク）の周知。 

枠組みの整備も必要と感じている。 

   〇意見交換 

  施設スタッフ：外出の計画について、今回は遠方からの家族訪問に対する手順だと思う 

が、市内在住のご家族の場合どのように考えているか。 

  施設スタッフ：感染リスクの日から 3日間健康観察期間をとってというのは理解が得られ 

るか難しいと思う。例えば、市内感染状況などを見て外出の可否をご案内 

することになると思う。その場合、新潟県のホームページにある感染症週 

報などの情報を参考にすることになると考えているが、ご家族にもそうい 

った情報の周知が必要と考えている。 

  利用者家族：月の報告書をみると、作品を作ったりしているようだが、部屋に飾ったり 

しているのか、どんな部屋で過ごしているのか、又、他の入居者とどんな 

ふうに交流しているか知りたい。 

  施設スタッフ：制作した作品については居室に飾っている方もおられる、月報告では写真 

が小さいため、別写真に収め、ご紹介できればと思う。 

  糸魚川市職員：コロナ禍以前も面会や外出制限はあったか。 

  施設スタッフ：インフルエンザの時期 11 月～3月に面会制限を実施していた。 

  地域住民代表：別地方ではあるが、面会はいつでも可能、差し入れも可能という施設もあ 

る。そういった施設はどのようになっているのか。 

  施設スタッフ：感染に対する考え方もあると思うが、当施設では 1ユニット 9名の運営、 

少人数の職員。感染した職員が出勤停止とると、たちまち施設運営が立ち

行かなくなる、仮に 2ユニット以上運営されているところであれば職員数

が増え、対応にも余力がある。 

  地域包括職員：現在どこのグループホームも重度化や看取りに対する問題が出てきてい 

る。グループホームよしだではご家族にどのように説明しているか。 

  施設スタッフ：入居時には食事が自力で摂れ、排泄等が自立していることが入居継続でき 

る要件とお話ししているが、実際のところは車イス介助等になっている方 

も多くいる。 

  施設スタッフ：当施設としては、基本的には身体的レベルにおいて自立していることが前 

提となっており、要介護度が上がって、ご利用者、ご家族と相談する中で 

看取りを希望される方はいない。 



④その他 

 次回運営推進会議は 9月に開催の予定。 
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